
現状の課題に対する検討の進捗状況について 

1 資料２ 

概要 詳細 平成 28 年度第 1 回協議会での報告内容 
現在の進捗状況と 

今後の予定 
実施に向けての課題 担当 

（
１
）
歯
科
医
の
訪
問
歯
科
診
療
の
実
施
状
況
な
ど
に

つ
い
て 

歯科衛生士の活動状況の把

握、市民からのニーズ、積極

的にやっている、もしくは今

後積極的に行っていこうとい

う歯科医師がいるか、などの

アンケートをとることができ

るか。 

平成 23 年から平成 27 年の往診の実績は、少

しずつ増加を続けている。歯科衛生士の活動に

ついては未確認。 

それぞれの医院でできることを記入した往診

対応表がほぼ完成した。取りまとめた結果の公

表方法について、市内全域で並べるのか、圏域

ごとに分けて並べるのか、更新頻度などを検討

中。 

摂食機能療法の保険適用については、現在は

少ないが、平成 28 年４月の診療報酬改定によ

り少し緩和されるとの情報あり。 

  高木（康） 

委員 

伊藤委員 

（
２
）
薬
剤
師
の
訪
問
薬
剤
管
理
指
導
の
実

施
状
況
な
ど
に
つ
い
て 

訪問薬剤管理指導の活動状

況の把握（施設 or在宅など）、

麻薬の取扱い、中心静脈栄養、

IVH機材、ポンプ、24 時間対

応、日曜日の対応を積極的に

行っていこうという薬局があ

るのかなど、アンケートをと

ることができるか。 

アンケートは集計完了。 

49保険薬局のうち40薬局は在宅患者訪問薬

剤管理指導の届出を行っている。24 時間対応に

ついては、対応できる薬局は少ない。平成 28

年４月の調剤報酬改定や施設基準が取れるかど

うかによって差が出ると思われる。 

アンケートの結果は、市や包括、保健センタ

ーなどに設置し、在宅対応可能な薬局の一覧と

いう形で利用していただきたい。 

  木全委員 
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（
３
）
各
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

に
つ
い
て
の
情
報
共
有
に
つ
い
て 

各事業所において、巡回型、

吸引行為、経管栄養、インシ

ュリン注射、吸引、膀胱カテ

ーテルの交換、ガン末期患者

や困難ケースの受け入れ、看

取りなど、専門性や得意とす

る分野などの整理ができる

か。 

「介護保険サービス事業所一覧」を情報共有

のベースとし、必要な情報を追記する。関係者

がこの１冊で「この事業所はどういったサービ

スができるか」が分かる冊子を 8 月ごろには完

成させたい。作成後は、年 1 回更新する。 

介護サービス事業者連絡会の各部会におい

て、どのような情報の掲載を希望するか統一の

フォーマットにてアンケートを実施する。 

  岡田委員 

大野委員 

田中委員 

四宮委員 

宮越委員 

瀬口委員 

鈴木委員 

（
４
）
研
修
に
つ
い
て 

ⅰ）医療関係者において、歯

科、薬局を含めて研修を行

えると良い。 

平成 27 年度より歯科・薬局を含めた医療関

係者を主な対象とした「医師とあゆむ勉強会」

を開催。他職種の参加も可。 

平成 28 年度以降も、定期的に在宅医療に関

する題材をテーマとして取り上げて実施する予

定。 

今年度も継続して「医

師とあゆむ勉強会」を開

催している。テーマは

「在宅での診療報酬に

ついて（5、7 月）」と「訪

問薬剤について（ 6

月）」。今後の予定とし

て、9 月に「ICT」、11

月に「医療依存度の高い

訪問入浴」、2 月に「訪

問看護師と医療機関の

医師・看護師との意見交

換」を実施する予定。医

師を対象として、多職種

も加わっての連携の場

医師の参加を増やす

ような企画内容となっ

ているか。 

医師の率直な意見は

どうか。 

磯村委員 
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となることを目指して

開催する。 

医療機関向けに、訪問

診療などに関する情報

をまとめて公開するた

めのアンケートを実施

する予定。 

（
４
）
研
修
に
つ
い
て 

ⅱ）地域包括支援センター、

ケアマネジャー、訪問看護

がお互いに勉強をできるよ

うな研究会を行えると良

い。 

お互いの顔が見える連携を大切にするため、

まず 9 月に座談会を開催し、それぞれの立場か

ら忌憚のないご意見をいただく。互いの専門性

や弱点を受け止めつつ、よりよい連携に向けて

話し合う。 

座談会より挙げられた課題点等をテーマと

し、12 月に第 1 回の勉強会を開催する。 

座談会を 10 月 4 日

（火）に開催する。8 月

中に、担当者で集まって

詳細を決定する。 

 志津委員 

大野委員 

四宮委員 

宮越委員 

瀬口委員 

鈴木委員 

ⅲ）日程が重ならないように、

調整が必要。 

ケアマネジャーの会のホームページにエクセ

ルのスケジュール表を掲載している。 

研修等の予定があれば、概要をケアマネジャ

ーの会に連絡すれば会のホームページに掲載で

きる。 

依頼があったものに

ついては随時掲載して

いる。 

活用の頻度について

は、HP の来場者数は増

えているが、具体的にど

の程度かわからない。 

現在ケアマネ連協の

HP を使っているが、い

つまでか？ 

活用頻度の評価を行

うことも必要。 

田中委員 
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（
５
）
わ
た
史
ノ
ー
ト
の
普
及
・
啓
発

に
つ
い
て 

わた史ノートをただ渡すだ

けでなく、包括やケアマネジ

ャー、民生委員、区長など、

話すことのできる人を養成で

きると良い。 

平成 28 年度中に、市民や医療・介護従事者

のうち希望者を対象にとして、試験的にわた史

ノート利用講座を開催する。 

試験的に開催した講座の成果を踏まえ、今後

の講座の内容や開催方法を検討するが、どこを

ゴールとし、どこまで目標に近づけられるかは

市と調整しながら進める。 

民生委員の会議にお

いて、わた史ノートが作

成された理由や使用方

法を説明する。 

ケアマネジャーや介

護保険サービス事業者

に対しても、今後同様の

機会を設ける予定。 

講座の結果、普及啓発

に協力いただける方が

どれくらいいるのか。 

渡邊委員 

大野委員 

四宮委員 

宮越委員 

瀬口委員 

鈴木委員 

高木（大） 

委員 

（
６
）
療
法
士
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

療法士の今後の取り組みに

ついて、具体的に誰がどのよ

うにやっていくか、計画を出

してもらえると良い。 

平成 27 年 9 月に連絡会を設立。 

市の出前講座や市内の集まりに出向いて介護

教室を行う。4 月の総会の折に各自の参加可能

レベルを集約する。活動できる人の一覧などを

作りたいと考えている。 

平成 28 年度中に 1～2 回、脳卒中の方の交流

の場を設ける。具体的な内容は検討中だが、リ

ハビリは行わない。将来的には、参加者で何か

催しができればと考えている。 

体操教室は 9 回施行。

5 名の療法士と事務局

で対応している。サロン

でも講義や体操のニー

ズ把握を行っている。 

県理学療法士会が後

方支援を約束している

（連絡会と市の窓口に

なってほしいと考えて

いる）。 

脳卒中の方の集まり

は、場所や人選などを検

討している。 

事務局の仕事量が増

える中、本業との調整が

難しくなることが予想

される。 

大橋委員 
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（
７
）
病
院
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
連
携
に
つ
い
て 

病院とケアマネジャーの連

携について、連絡方法など、

意思の疎通を図っていけると

良い。 

（介護側） 

医療機関とは、入院・外来を問わず基本的に

「小牧市版医療連携シート」により連絡をとる。 

医療連携シートの活用については、個々のケ

アマネにより方法が一様でないと思われる。介

護支援専門員連絡協議会として活用手順などの

説明会を平成 28 年度中に開催する。 

6 月 17 日に「病院と

在宅との連携を考える

研修会」を開催。その中

で「医療連携シート」の

活用について、市民病

院、小牧第一病院、ケア

マネジャー、介護サービ

ス事業者が一堂に会し

て意見交換し、「医療連

携シート」を活用するこ

とで合意した。8 月上旬

にケアマネ連協からケ

アマネジャーあてにシ

ートの活用を促す通知

文を発送する予定。 

今後、ケアマネジャー

がシートを活用するこ

とが重要。繰り返しお知

らせすることも必要と

思われる。 

田中委員 

大野委員 

（医療側） 

事業所などからの問い合わせは地域連携室で

対応する。病床訪問時、事前に地域連携室に連

絡をもらえれば MSWなどが案内できる。 

要支援・要介護の患者が入院した場合、在宅

での情報を医療連携シートで共有できればと考

えている。情報提供の範囲については、介護側

の職員とすり合わせをしたい。 

  菅沢委員 
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（
８
）IC

T

の
構
築
に
つ
い
て 

小牧市において、統一した

形で ICT を構築できると良

い。 

医療介護総合確保法に基づく愛知県の計画と

して在宅患者情報を共有するシステムを平成

27～29 年度で整備することとなっており、当

協議会においてもご意見をいただきながら整備

を進めていく。 

他市町の状況を調査

した。 

9 月に医師会に向け

ICT の説明会を行う。 

今後、運営主体や契約

についてなど、運用開始

に必要な事項を決定し

ていく。 

 高木（大） 

委員 

 


